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決　　議
令和元年“大阪府母子家庭母の集い”において、母子家庭及び寡婦福祉の更な
る向上を図るため参加者一同の総意により次の事項を決議し、その実現を関係機
関に強く要望します。
《府・市町村へ要望するもの》
１．大阪府ひとり親家庭医療費助成制度については、母子の健康が自立の基盤と
なることから、なによりも将来を担う子どもの健やかな育成を図るため、こ
の制度の現行要件を維持することはもとより、所得要件については同居親族
の所得ではなく、本人のみの所得を基準とされたい。

２．母子家庭の母の雇用にあたっては、就業の支援に関する特別措置法に基づき
自治体や地元企業で正規雇用の拡大を図るなど、支援体制の積極的な取り組
みを促進されたい。

３．母子・父子自立支援員については、母子家庭等の総合的な相談窓口として最
も重要な役割を担うため、常時きめ細かな支援ができるよう、勤務体制につ
いて特別の配慮をされたい。

４．府・市営住宅への母子世帯の入居については、母と子の生活の安定と早期の
自立を図るため、特に配慮されたい。

５．保育所については、就業環境の整備を図るため、特別の配慮をされたい。
①就労、求職活動、職業訓練を行うに際し、即時入所を図られたい。
②同居親族の有無にかかわらず入所を認められたい。
③病後児保育を少なくとも中学校区に１ヶ所は実施されたい。

６．放課後児童クラブについては、母子家庭の母等が安心して子育てと就業の両
立が出来るよう優先的利用と母の所得に応じて利用料金が減免されるなど市
町村において格差なく整備を図られたい。

７．ファミリー・サポート・センター事業を利用する母子世帯については、母の
所得に応じて利用料金の軽減を図られたい。

８．母子家庭の母の雇用対策事業等として母子・父子福祉団体が運営する公共施
設内等の売店や自動販売機の設置については「母子及び父子並びに寡婦福祉
法」及び「特別措置法」の理念に基づき許可されたい。

《国へ要望するもの》
１．児童扶養手当制度については、生活実態に合わせて見直されたい。
①�所得制限の収入認定額を緩和されるとともに同居親族の所得要件を廃止さ
れたい。
②�子どもが進学する場合18歳到達後の年度末から大学や専門学校卒業時まで
支給期間を延長されたい。

２．養育費の支払いについては離婚当事者への周知啓発の強化や、国による養育
費の立替え払い制度などを創設されたい。

３．「ひとり親家庭医療費助成制度」については、居住地にかかわらず格差なく負
担をし、あるいは助成が受けられるよう、国による新たな助成制度を創設さ
れたい。

４．所得税、地方税において、扶養親族のいない生別寡婦にも寡婦控除を適用す
るとともに、未婚の母に対しても同様の控除を適用されたい。
令和元年　７月14日

令和元年　大阪府母子家庭母の集い　参加者一同

７月14日（日）大阪府谷町福祉センターに於いて、約
300名が参加し「令和元年大阪府母子家庭母の集い」を開
催しました。当日の保育は16名。
第１部では、開会後、各市町村から推薦された母子家庭
の母24名と永年勤続職員３名が理事長表彰を受賞しまし
た。子どもの発表では中学１
年生、高校２年生の２名の子
どもが将来の夢や母への思い、
周りの人への感謝の気持ちを
作文にして発表し、その姿に
胸が熱くなりました。その後、
母子部代表者が今後のひとり
親や寡婦の生活向上のための
「決議案」を提案し、参加者一
同の賛同により採択されました。
第２部では、一般社団法人　日本アンガーマネジメント
協会　上野恵利子氏の講演があり、怒りの正体を知り、怒
りをコントロールする３つの方法を学びました。相手にぶ

つけた怒りで後悔しないように、
自分の感情に責任を持ち、怒り
の連鎖を断ち切るお話をして頂
きました。
アトラクションでは子ども達
も会場に入り、千里丘マジック
クラブのマジックを楽しみまし
た。鮮やかな技に驚きの声と笑
いもあり、様々なマジックを堪

能し、楽しいひとときとなりました。
コーラス同好会リリーエコーは「山口百恵をうたう」と
題し、懐かしい曲を披露しました。会場の参加者も思わず
口ずさみ、昭和の時代へと戻ったようでした。
最後は全員で「今日の日はさようなら」を合唱し、令和
最初の母子家庭母の集いを閉会しました。

右の額は、吉村知事の直筆です。
子育てに仕事に頑張っているお
母さんへの激励、慰労を込めて
メッセージを書いてくださいまし
た。谷町福祉センター６Ｆ就労セ
ンター相談室に掲げており、お母
さん達を見守っています。

吉村知事からの
メッセージ
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７月７日（日）「つなごう人の和、守ろう地域の輪」をメインテー
マに京都ホテルオークラに於いて、令和元年度近畿地区母子寡婦福
祉研修大会が開催されました。近畿地区から約700名、大阪府からは
63名が参加しました。
開会式の後、厚生労働省　子ども家庭局家庭福祉課　母子家庭等自
立支援室　室長補佐　川岸直樹氏による行政説明があり、ひとり親家
庭への支援施策について話されました。研修討議では、京都華頂大学
流石智子教授をコーディネーターに迎え、６人の発表者がそれぞれ自
らの体験を発表しました。ひとり親となり、子どもを抱え苦労し、その時に母子会と出会い助けられ支えられたというお話や
母親を元気にするために親子が集う井戸端食堂を開き支援の輪が広がっている、また里親として子どもを育てているお話など、
どの方もしっかりと自分の思いを話されました。また、それに対して助言者からも制度の説明や温かい言葉がありました。そ
の後、決議、大会宣言があり、次回、神戸市での再会を誓い、七夕の京都での大会は閉会しました。

近畿地区母子寡婦福祉研修大会令和元年度

令和元年５月29日付で、再度、連合会理事長を拝命す

る事になりました。この度は業務執行理事（副会長）２名

も交代し、新体制で運営していきます。市町村会長並びに

会員様と又、大阪府や市町村の行政とも連携を密にし、一

層励んでまいります。９月には母子部も役員の交代があり

ます。親会と共に手を携えながら会の運営に力を発揮され

ることを願います。

最後になりましたが、行政の皆様には、今後ともご支援

ご指導下さいますよう、よろしくお願いいたします。

この度の役員改選に於いて、副会長という大任をお受け

いたしました。母子部の代表を務めさせていただいてから

20数年、少しずつではありますが母子福祉の改善がみら

れます。

けれども、まだまだ安心、安定して暮らせる状況ではあ

りません。

今後とも、滝本理事長の下、会員の皆様と協力し一歩一

歩前進していけるよう、微力ながら頑張って参りますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

この度、副会長に就任いたしました岡本でございます。ど
うぞ、よろしくお願いいたします。
世の中が目まぐるしく変わる中、母子家庭を取り巻く環境
はまだ厳しいのが現状です。子どもの貧困問題が続く今、次
代を担う子ども達がこの先安心して暮らせる社会、ひとり親
家庭の未来に夢と希望を持てる生活を目指す為にも、地域、
行政等が連携、協力し社会全体で支えて行く環境づくりに取
り組んで行く事が大切だと思っております。
副会長としての責任の重さを心して、微力ではございます
が頑張って参りますので、皆様の一層のご指導、ご協力をお
願いいたします。

あ い さ つ

－ －

滝本　美津代
大阪府母子寡婦福祉連合会理事長

佐古　加代子

大阪府母子寡婦福祉連合会副会長
就業自立支援センター業務執行理事

岡本　千代子

大阪府母子寡婦福祉連合会副会長
収益事業業務執行理事

理事長 滝本　美津代（泉南市母子寡婦福祉会会長）
理事 岡本　千代子（連合会副会長　枚方市母子寡婦福祉会会長）

佐古　加代子（連合会副会長　池田市母子寡婦福祉会会長）
芝野　節子 （柏原市母子寡婦福祉会会長）
坪井　素子 （吹田市母子寡婦福祉会会長）
杉野　牧子 （茨木市母子福祉会会長）
土川　好子 （門真市母子寡婦福祉会会長）
石伏　宣夫 （連合会相談役）
中垣　昌美 （龍谷大学名誉教授）
岩田　敏郎 （社会福祉法人 聖徳会理事長）
草川　大造 （社会福祉法人 大阪障害者自立支援協会相談役）
長上　深雪 （龍谷大学副学長・常務理事）
牛濵　健二 （悠々の苑兼枚方市立特別養護老人ホーム施設長）

監事 中野　昇 （元大阪府健康福祉部児童家庭室長）
橋本　雅世 （橋本雅世税理士事務所所長）

（任期　令和元年５月29日～３年定時評議員会）
連 合 会 役 員
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令和元年６月８日（土）大阪府谷町福祉センターに於いて、高校
３年生の奨学生178名が参加し、皓養奨学金給付式を行いました。
皓養奨学金は昭和48年より、毎年、一般財団法人皓養社様から
多額な寄付をいただき行っています。皓養社様からの寄付金は奨学
金の他、ひとり親家庭の健全育成のための事業にも使わせていただ
いています。
緊張した面持ちの奨学生が会場を埋め、滝本理事長のあいさつで
式は始まりました。皓養社の宮本献璽理事長からは「私たちの命は、
お母さんのお腹に宿った時からの願いのこもった命である。人は一
人では生きられない、ひとりぼっちではない、決して一人で生きて
来たのではない。その多くの人に支えられた命を大事にしてくださ
い。周りの人の幸せを願うような生き方をして下さい。」との温か
い励ましのお言葉をいただき、奨学生も熱心に聞き入っていました。
その後、昨年の受給者からのお礼の手紙を披露し閉会しました。

６月16日（日）すっきりとしない曇り空の下、総勢60名バス２台で香
川県へと向かいました。世界最大の吊橋「明石海峡大橋」を通り淡路島へ。
昼食を取った後、「大鳴門橋」を通り、徳島県鳴門市から香川県へと入り
ました。最初に訪れた「善通寺」は弘法大師誕生の地であり、京都の東寺、
和歌山の高野山と並ぶ弘法大師三大霊跡のひとつとして、古くから篤い信
仰を集めており、広大な境内と厳かなたたずまいに敬虔な心もちになりま

した。「粟井神社」はあじさいの宮と呼ばれ、境内には3000株もの色とり
どりの紫陽花が咲き乱れ、雨の日にまた訪ねてみたいと思う美しさでした。
その後、宿泊した花樹海では、視界200度の展望パノラマ大温泉で旅の疲
れを癒しました。
２日目はお天気に恵まれ、絶好の旅行日和となりました。まず訪れた「栗
林公園」は回遊式文化財庭園では国内最大の広さを持ち、400年近い歴史
を有する大名庭園で、一千本の見事な松と一歩歩くごとに風景が変わる「一
歩一景」の多彩さに目を奪われました。その後「屋島」を見学し、源平合
戦の時代へと思いを馳せ、海産物のお土産もしっかりと買って、開通30周
年の「瀬戸大橋」を渡り、大阪へと戻って来ました。

藤井寺市　　Ｔ・Ｎ

この度は皓養奨学金を頂き、大変感謝しております。
今春より子どもたちは大学４回生と１回生になりました。
子どもたちには未来や夢があります。「私たち親の
都合でその夢をあきらめさせてはいけない！」とその
思いを胸に頑張ってきた10年。途中躓く事もありま
したが、周りの方々にも支えて頂きながら、家族３人
助け合って生きて来られたと思います。
皓養社様から頂いた奨学金は大学の受験料に充てさ
せて頂きました。第１次試験、第２次試験とその都度
受験料のかかる大学だったので大変ありがたかったです。
お陰さまで無事志望校に合格することができました。
まだまだこの支援を必要とする方々がたくさんいらっ
しゃると思います。これからもこちらの支援がつづきます
よう願っております。本当にありがとうございました。

藤井寺市　　Ｓ・Ｎ

私はこの春から四年生の私立大学に通っています。
私が小学１年生の夏に両親が離婚し、それ以来母と姉
と３人で暮らしてきました。家計が苦しい中、高校受
験の際には私も姉も塾に通わせてもらい、第一志望に
合格することができました。また、入学した高校でそ
れぞれやりたいことができ、今まで何ひとつ不自由な
く、充実した毎日を送って来ることができました。そ
れも、母が毎日の家事を完璧にこなし、さらにダブル
ワークで家計を支えてくれたからです。
私立大学への入学には受験料や入学金、授業料等、
多くのお金がかかります。この度、頂いた皓養奨学金
は受験料に充てさせて頂き、大変助かりました。
私をこれまで支えてくれた人や、恵まれた環境に感
謝しながら、４年間精一杯勉学に励み、立派な
社会人になれるよう頑張ります。

－ －

皓養奨学金給付式
令和元年度

宮本理事長に
お礼の言葉を述べる
奨学生

行行旅旅んんささ母母おおのの春春 粟井神社のあじさい

栗林公園
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就業支援講習会申込み方法
対 象

申込・問合先
申込資格

大阪府内の母子家庭の母・父子家庭の父・
寡婦（大阪市、堺市、豊中市除く）
大阪府母子家庭等就業・自立支援センターまで
次の要件をすべて満たす方
①大阪府内（大阪市、堺市、豊中市にお住ま
いの方を除く）に居住する母子家庭の母・
父子家庭の父・寡婦

②求職中の方（求職登録をされている又はさ
れる方）、又は就業中でスキルアップのため
資格取得を目指す母子家庭の母・父子家
庭の父・寡婦

申込方法

注意事項

往復はがきに、 希望講座名 住所 氏
名 年齢 職業 電話番号（自宅・携帯）
受講動機 保育希望者は子の氏名・年齢
受付は、開講２か月前。１講座につき１通
応募多数の場合は締切後抽選
各講座で就職セミナーが必須
日程は変更になる場合あり
全講座保育あり（２才～小学校入学前）
車での来館はできません

（申込み書記載の個人情報は講座・就労等
以外は使用いたしません）

日 時 場 所 定 員
令和元年１２月２１日（土）
１０：００～１３：００

大阪ガスクッキング
スクール 淀屋橋

１５組 ３０人

持 物
参 加 費
締 切

エプロン 筆記用具 ハンドタオル
無 料
１１月２１日（木）

申 込 方 法 往復はがきに ①住所 ②氏名 ③電話番号
④子どもの氏名 ⑤子どもの学年（小学生以上）
を明記し大阪府母子寡婦福祉連合会まで

大阪府委託事業 法律相談
弁護士による専門的な相談に応じます。離婚、
養育に関する相談の他、借金、交通事故、土地、
財産分与など、どのような相談にも応じます。
相談（電話でのご相談も可）はすべて予約制と
なりますので、必ず予約をお願いします。

実 施 日
時 間
費 用
場 所

連 絡 先

原則毎月第２土曜日、奇数月第４木曜日
１３：００～１５：００（来館３０分、電話相談１５分）
無料
大阪市中央区谷町５丁目４番１３号
大阪府谷町福祉センター５F
大阪府母子寡婦福祉連合会
TEL ０６―６７６２―９４９８

就業相談
専門の相談員が就業による自立をサポートします。
初めてお仕事される方やキャリアアップをお考え
の方もお気軽にご相談ください。就業相談から情報
提供、職業紹介まで一貫した就業支援を行います。
ハローワークなどの求人情報も提供させていただき
ます。また、無料でスーツを貸し出していますので
面接時等にご利用ください。

相 談 日
時 間
場 所

連 絡 先

月曜日～土曜日（要予約・保育あり）
１０：００～１６：００
大阪市中央区谷町５丁目４番１３号
大阪府谷町福祉センター５F、６F
大阪府母子寡婦福祉連合会
TEL ０６―６７６２―９４９８

パ
ソ
コ
ン

初

級

①ワード基礎
と

エクセル３級

１０月６日～１２月１日（日曜日） １１／１０休み
高槻市立総合市民交流センター
受講料（教材費込み）７，０００円

１０：００～

１６：００
８回 ２５名

締切
９／６
（金）

介護福祉士
受講資格の為※必須

１０月２６日～１２月７日（土曜日） １１／２３休み
大阪府谷町福祉センター
受講料（教材費込み）５，０００円 ※第３２回試験申込者

１０：００～

１６：００
６回 ２５名

締切
９／２６
（木）

日商簿記
３級

１０月２７日～１月２６日（日曜日）１２／８・２９、１／５休み
東大阪市イコーラム
受講料（教材費込み）５，０００円

１０：００～

１６：００
１１回 ２５名

締切
９／２７
（金）

パ
ソ
コ
ン

初

級

②ワード基礎
と

エクセル３級

１月１１日～２月２９日（土曜日）
大阪府谷町福祉センター
受講料（教材費込み）７，０００円

１０：００～

１６：００
８回 ２０名

締切
１２／１１
（水）

大阪府委託事業 令和元年度ひとり親家庭等生活向上事業
ひとり親家庭生活支援講習会

親子クッキングを開催します！

（大阪市、堺市、高槻市、東大阪市、豊中市、枚方市、八尾市、寝屋川市を除く）

問合せは大阪府母子家庭等就業・自立支援センターまで TEL ０６－６７６２－９９９５・９４９８
※ホームページもご覧ください

�

クリスマスランチ
　　　　　　（予定）

メニュー

－ －


